
第２号様式 

       平成２０年度  長岡市地域コミュニティ事業補助金申込書 
 

１．申込団体の概要および申込事業の計画等【公開対象】 

 
２．申込団体の連絡先等【公開、非公開を選択※】 

事 務 所 所 在 地  【公開・非公開】 

電話 ･ＦＡＸ番号等 
 電話              ＦＡＸ  

【公開・非公開】 
 E メールアドレス： 

担 当 者 連 絡 先 

氏       名  

【公開・非公開】 
住       所  

電話･FAX番号等 
電話           ＦＡＸ 

Ｅメールアドレス  

添
付
資
料 

名簿またはこれに

類するもの 
・ 【公開・非公開】 

規約またはこれに

類するもの 
・ 【公開・非公開】 

※ 個人情報保護の観点から、広く公開してもよいものなら“公開”に、そうでないものは“非公開”に○

を付けてください。 

※ ２の添付資料(名簿類・規約類)については、交付審査の際の資料として審査関係者に提示する場

合があります。 

ふ   り   が   な やまこし しょくのうけんきゅうたい 

団    体    名 山古志 食・農研究隊 

代 表 者 氏 名 （肩書：代表）星野 京子 

設 立 年 月 日 昭和 ・ 平成 ２０年 １月 ９日 構 成 員 数      21 人 

設 立 目 的 
 各構成員が連携して農業体験や調理実習等を実施することにより、地

域住民が山古志地区の農業と食に対する理解を深める。 

これまでの活動実績 

 子どもたちとその保護者へ向けた地区の伝承料理講習会の開催。 

<メニュー> 

 こくしょう、なっとう汁、かんぴょうの白和え、紅白なます 

<参加> 

 39 人（子ども 19人・保護者 20人） 

<教室の様子> 

 少子高齢化の進む中、調理実習を通して世代間交流ができたと参

加者に喜ばれた。また、地域の伝承料理の味を引継いでいきたいと

いう意欲が聞かれた。 

添
付
資
料 

事 業 計 画 ・別添「第３号様式 事業計画書」のとおり 

収支予算等 ・別添「第４号様式 事業の収支予算書」のとおり 

その他、団体をＰＲ

するパンフレット等   有   ・   無   (どちらかに○印) 

受付 No 



 

第３号様式 

事  業  計  画  書 

事 業 名 山古志伝統料理 伝承事業 

事 業 実 施 の 目 的 

 食の安全性が問われている昨今、食育への関心は高まる一方であ
る。 

山古志地域は、昔からの食文化を親から子へ子から孫へと大切に育

んできた。古くからの慣習どおりに、地産地消を体現した食文化を形成し

てきた。しかし、少子高齢化が進み、共働き夫婦が増え、コンビニなどに

より利便性が向上したことにより、山古志伝統の味の継承が危ぶまれて

きている。 

山古志地域は、新潟県中越地震をきっかけに関心を持つ人が増え、

全員帰村を果たした今、多くの人が訪れ、山古志のお米や山菜、かぐら

なんばん、またはそれらを使用した料理をきっかけに交流が深まってい

る。また、山古志を故郷に持つ人々も山古志からの便りを心待ちにして

いる。 

そこで、今まで口伝えに伝えられてきた四季折々の山古志の料理を

冊子としてまとめ、若い世代への味の継承と、山古志に関心を持ってく

れている方たちにより山古志を知ってもらい、交流を深めるために本事

業を実施するものとする。 

事 業 内 容 

◎伝承料理集編集事業 

 昔から山古志に伝わってきた料理や私たちが新たに次世代へ伝えた

い料理を冊子にまとめ、山古志地域全戸に配布すると共に、山古志を訪

れた観光客等に配布する。（無料配布） 

 掲載予定料理数 約 100 品、A5 120 ページ程度、1,500 部作成予定 

 

◎調理講習会の開催 

 冊子をもとに、調理講習会を行い次世代への伝承を行う。無料。 

  日時：平成 21年 1月中旬（予定） 

  会場：山古志会館（予定） 

事 業 実 施 ま で の 

ス ケ ジ ュ ー ル 

平成 20年 6 月上旬から 11月下旬 料理集編集作業 

     12 月中旬から下旬    料理集印刷・発送 

平成 21年 1 月中旬        調理講習会開催 

地域活性化の波及性 

◎ 地域の食文化のすばらしさを再認識し、誇りを持って、自らが継承

し、次の世代に伝えていくことができる。 

 

◎ 山古志来訪者等にPRすることで交流を深め、山古志来訪のリピータ

ーやそれらの人々の口コミ等による来訪者の増加につながる。 

 

※ 事業の内容は、詳細に記載してください。（別紙も可） 

 



第４号様式   

 事 業 の 収 支 予 算 書 
 収入の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

地域ｺﾐｭﾆﾃｨ事業補助金（F） 500,000  

自 己

資 金 

自己資金 128,500  

   

特

定

財

源 

寄附金   

参加費   

その他収入金   

   

小  計（D）   

そ の

他 
   

合     計 628,500  

 

 支出の部                                             （単位：円） 

項  目 予算額 内      訳 

補

助

対

象

経

費 

調理講習会材料費 15,000 300 円×50人分（野菜等各食材） 

印刷製本費 567,000 伝承料理集 360 円×1,500 冊×1.05 

消耗品費 20,000 講習会チラシコピー代 10,000 円（10円×1,000 部） 

  その他消耗品等 10,000 円 

郵便代 24,000 地域外の方への郵送代（240 円×100 世帯） 

使用料 2,500 調理講習会の会場使用料 

   

   

   

小  計（C） 628,500  

補

助

対

象

外

経

費 

   

   

   

   

   

小  計（B）   

合   計（A） 628,500 
 

 

 

 



地域 コミュニティ 

事業補助金申込額 
下記（F)の額を記入 5 0 0 0 0 0 円 

 

【地域コミュニティ事業補助金申込額算出の基礎】 

 

支出の部合計(A)        補助対象外経費(B)         補助対象経費(C) 

628,500 円 － ０円 ＝ 628,500 円 

 

                              特定財源(D) 

＝ ０円 

 

(C)-(D)＝補助金算出対象額                      補助金額（E） 

628,500 円 × 補 助 率 ８０％ ＝ 502,800 円 

 
 

 

地域コミュニティ事業補助金（F） 

 500,000 円 
 

 
※ 項目欄が不足する場合は、同類の項目をまとめて記入し、細目は別紙に記載してご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

･千円未満切捨て 

･上限 50 万円 

事業を実施することによって得られる収入のうち、

補助対象経費に充てるもの 


